
福井県三方五湖派遣（1/6）ラムサールびわっこ大使

１日目 三方五湖についての学習

９：００ 大津合同庁舎出発
１０：４５ 福井県三方五湖到着
１１：３０ レインボーライン山頂公園から三方五湖の観望
１３：００ 昼食
１４：００ バスで三方五湖めぐり（三方湖、久々子湖ほか）
１６：００ 若狭三方縄文博物館
１７：３０ 宿泊先に到着、夕食
１９：００ 翌日の交流会に向けての発表練習
２２：００ 就寝

日 時：令和４年１２月１６日（金）～１８日（日）
場 所：福井県三方五湖
参加者：びわっこ大使 ９名

指導者 中平先生
淡海環境保全財団 職員
滋賀県自然環境保全課 職員

三方五湖が見渡せるレインボー山頂公園で里山里海湖研究所の
石井研究員から三方五湖の特徴やラムサール条約に関するお話を
伺いました。

三方五湖は日向湖、水月湖、菅湖、久々子湖、三方湖からなる湖。
５つの湖は水路でつながっていますが、それぞれの湖によって、
塩分濃度や水深が異なります。

～三方五湖の観望～

©環境省 日本のラムサール条約湿地
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2022.12.16~18

残念ながら、雲がかかっていて真っ白でしたが、
雲の切れ間から少しだけ三方五湖を見ることができました。



縄文博物館で小島学芸員から、三方五湖での昔の人の暮らしに
ついてお話を伺いました。その後展示見学をしました！

宿に到着！ご飯の後は、次の日の交流会にむけて発表練習です。

三方湖、久々子湖、日本海に行き、
塩分濃度を計測し、湖による違いを比較しました！

～縄文博物館～～三方五湖めぐり～

湖によって漁の違いがあり、それぞれの湖で資源を守るための
様々な活動がされていることを教えていただきました。

福井県三方五湖派遣（2/6）ラムサールびわっこ大使
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たたき網漁の説明

縄文杉

丸木船

縄文時代から人は三方五湖の近くで協力しながら
暮らしていたことが分かりました。



三方湖周辺に戻り観察をしました。

～野鳥観察～

２日目 三方五湖子どもラムサールクラブとの交流

７：００ 朝食
９：００ 福井の子どもと一緒に野外での野鳥観察
１２：００ 昼食
１３：００ お互いに活動内容の発表
１４：００ シジミの殻を使ったストラップづくり
１５：００ 交流の感想をグループごとにまとめて発表
１８：００ 夕食
１９：００ １日のふりかえり
２２：００ 就寝

４つのグループに分かれて野鳥の観察をしました！

福井県三方五湖派遣（3/6）ラムサールびわっこ大使 2022.12.16~18

まずは近くの田んぼへ行き、ハクチョウの観察をしました。

マガモやヨシガモなどの水鳥が見られました！
山側ではちょっと珍しいオオタカも見ました！

福井県民のソウルフードであるソースカツ丼を
子どもラムサールクラブのみなさんといただきました。

戻った後は、グループごとに観察を振り返りました。

～昼食～



三方五湖子どもラムサールクラブの皆さん、ありがとうございました！

グループごとに今日の交流の感想を模造紙にまとめ発表しました！

～ふりかえり・発表～

～シジミのストラップづくり～

福井県三方五湖派遣（4/6）ラムサールびわっこ大使

三方五湖でとれたシジミの殻を使ってストラップを作りました。

2022.12.16~18

びわっこ大使と子どもラムサールクラブそれぞれが
これまでの活動内容について発表しました。

～活動発表～

発表後はお互いに印象に残った活動などの質問をしていました。

ラムサールびわっこ大使の活動発表

三方五湖子どもラムサールクラブの活動発表



予定を変更し、海浜自然センターに行きました。
水族展示があり、エサやりなどを楽しみました！

～三方湖での漁のお話～

３日目 三方湖で伝統漁の学習

７：００ 朝食
８：３０ 三方湖でたたき網漁の体験
１０：３０ 海浜自然センター
１２：００ 昼食
１３：００ ３日間のふりかえり、まとめ
１４：４５ 三方五湖を出発
１６：４０ 大津合同庁舎に到着、解散

三方湖でのたたき網漁体験の予定でしたが、この日は風が強く
船が出せなかったため、室内で三方湖での漁のお話を伺いました。

実際に漁具を見せていただきました。
たたき網漁で使う青竹を持ってみました！長くて重いです！

福井県三方五湖派遣（5/6）ラムサールびわっこ大使

三方湖での漁について

2022.12.16~18

～ 海浜自然センター ～

たたき網漁 ： 水面を竹ざおでたたき魚をびっくりさせて網で捕まえる

追い込み漁の一種。冬の冷たい湖底でじっとしているコイやフナが、

音に驚き逃げようとして網にかかる。

柴漬け漁 ： 小枝の束を水中に沈めて、テナガエビや小魚をとる漁。

筒漁 ： 筒を水中に沈めてウナギをとる、ウナギの習性を利用した漁。

柴漬け漁で使う小枝の束

筒漁で使う筒



最後に３日間で学んだことや感想をひとりずつ発表しました。

～３日間のふりかえり～

昼食は漁師さんが作ってくれたご飯をいただきました！

福井県三方五湖派遣（6/6）ラムサールびわっこ大使 2022.12.16~18

フナのお刺身 コイの煮つけとあら汁

○５つの湖で塩分濃度が違っているのが面白いと思った。

○三方五湖周辺と琵琶湖周辺の田んぼなどの景色が似ていた。

○三方五湖に流れる水源が、滋賀県と福井県の境にある大谷山

だということを知ってびっくりした。

○子どもラムサールクラブさんと交流して、琵琶湖のすばらしさを

もっと知りたいと思った。

○子どもラムサールクラブさんとの交流のとき、初めは緊張したけ

ど、一緒に活動するうちにだんだんと楽しくなった。

○オオハクチョウとコハクチョウの違いが分かって楽しかった。

○コイの頭が美味しかった。フナは思ったよりコリコリしていた。

○福井に行って、びわっこ大使のみんなと仲良くなれてよかった！

３日間で学んだこと、感想

三方湖は淡水湖とされていますが、海水が入り込んでいるため、
魚のくさみが少ないそうです。コイのあら汁は頭まで余すことなくい
ただきました。すべてとても美味しかったです！


